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ＪＡえんゆう

公式インスタグラム

フォローお願いします

ＪＡえんゆう広報誌

Hizashiひざし

ＪＡえんゆう収穫感謝祭開催 ！
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10
月
26
日
、
㈱
え
ん
が
る

葬
祭
駐
車
場
で
収
穫
感
謝
祭

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
始
前
か
ら
多
く
の
方
に

お
越
し
頂
き
、
え
ん
が
る
葬

祭
の
入
口
ま
で
続
く
長
蛇
の

列
が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

9
時
30
分
に
花
火
の
音
と
同

時
に
会
場
し
各
農
畜
産
物
の

ブ
ー
ス
は
大
賑
わ
い
で
し
た
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
共
済
の
運
転
シ

ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
を
体
験
す
る

人
や
冬
タ
イ
ヤ
の
相
談
に
く

る
方
々
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

2
回
に
分
け
て
行
わ
れ
た

牛
乳
の
無
料
配
布
で
は
予
定

時
刻
前
か
ら
長
い
列
が
出
来

て
い
ま
し
た
。
そ
の
際
に
並

ん
で
い
る
方
々
に
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
の
告
知
を
し
、
20
人

以
上
の
方
に
フ
ォ
ロ
ー
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
5
台
の
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
も
来
場
し
、
ど
の
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
も
大
盛
況
で
し

た
。

　

当
日
は
風
も
強
く
、
少
し

天
気
も
怪
し
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
し
た
が
、
無
事
終
了
し

ま
し
た
。

えんゆうカレー販売 牛乳無料配布

キッチンカー

時間帯によっては並ぶ列ができていました

ＪＡえんゆう収穫感謝祭開催！
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ＪＡ共済・冬タイヤ販売ブース アンケートブース

各農畜産物販売ブース　どの販売ブースも大賑わいでした
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10
月
15
日
～
16
日
の
2
日
間
、
酪
農
部
会
の
一
泊

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

1
日
目
は
、
札
幌
市
に
あ
る
ホ
ク
レ
ン
ビ
ル
を
訪

れ
、
酪
農
部
生
乳
共
販
課
の
髙
橋
優
太
様
に
「
牛
乳

・
乳
製
品
需
要
拡
大
事
業
に
つ
い
て
」
勉
強
会
を
行

っ
て
頂
き
ま
し
た
。
高
橋
様
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、

熱
心
に
質
問
を
す
る
部
員
の
姿
が
見
ら
れ
、
と
て
も

有
意
義
な
勉
強
会
で
し
た
。
2
日
目
は
、
江
別
市
に

あ
る
町
村
農
場
の
外
観
や
商
品
な
ど
を
視
察
し
ま
し

た
。
酪
農
部
会
で
は
久
し
ぶ
り
の
一
泊
研
修
で
し
た

が
、
部
員
同
士
で
の
交
流
を
深
め
合
い
、
と
て
も
楽

し
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
21
日
、
遠
軽
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
げ
ん
き
21
で

調
理
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
遠
軽
町
役
場
の
管
理
栄
養
士
で
あ

る
市
原
静
江
様
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
冬
に
向
け
た
代
謝
ア

ッ
プ
料
理
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
腸
活
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い

る
長
芋
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
食
材
を
使
用
し
た
４
品
の
料
理

を
考
え
て
頂
き
ま
し
た
。　

　

当
日
は
、
2
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
作
り
方
を
見
な
が

ら
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
、
調
理
を
行
い
ま
し
た
。
途
中
、
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
講
師
で
あ
る
市
原
様
に
聞
い
て
作
る
な
ど

の
様
子
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
作
っ
て
い
る
最
中
も
楽
し

そ
う
に
話
し
な
が
ら
作
る
部
員
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
最
後

に
作
っ
た
も
の
を
試
食
し
な
が
ら
、
部
員
同
士
交
流
し
、
研
修

会
は
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

調
理
実
習
を
お
こ
な
い
ま
し
た
！

～
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
酪
農
班
～

和気あいあいと調理をしていました

　

10
月
17
日
、
本
所
事
務
所
に
て
避

難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

給
湯
室
か
ら
出
火
し
た
こ
と
を
想

定
し
、
１
１
９
番
に
連
絡
や
職
員
の

誘
導
な
ど
、
各
課
で
役
割
分
担
を
行

い
、
屋
外
へ
避
難
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
消
火
器
を
使
用
し
、
職
員
が
消

火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

避難訓練を行いました

女性部酪農部会一泊研修
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５
月
か
ら
の
約
半
年
間
、
上
湧
別
・
遠
軽
の
各
公
共
牧
場
で

放
牧
さ
れ
た
牛
た
ち
の
退
牧
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

退
牧
作
業
は
、
10
月
24
日
・
25
日
・
30
日
の
3
日
間
に
分
け
、

Ｊ
Ａ
を
は
じ
め
と
し
た
各
牧
場
関
係
機
関
総
出
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

牛
た
ち
は
、
職
員
た
ち
に
よ
っ
て
仕
分
け
や
積
込
を
さ
れ
、

慣
れ
親
し
ん
だ
牧
場
か
ら
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
中
に
は
牧
場

が
名
残
惜
し
い
の
か
引
き
返
そ
う
と
し
た
牛
も
い
ま
し
た
が
、

全
頭
無
事
畜
主
の
も
と
へ
帰
り
ま
し
た
。

　

各
牧
場
か
ら
帰
っ
た
牛
た
ち
が
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
過
ご
し

て
く
れ
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

各
公
共
牧
場
関
係
者
の
皆
様
、
約
半
年
間
の
牧
場
運
営
お
疲

れ
様
で
し
た
。

今
年
も
無
事
牧
場
か
ら
退
牧
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
公
共
牧
場
退
牧
作
業

見晴牧場

　

10
月
20
日
に
、
湧
別
町
五
鹿
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

に
お
い
て
第
23
回
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
カ
ッ
プ
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

上
湧
別
地
区
・
遠
軽
町
地
区
か
ら
多
く
の
方
々
に

集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
当
日
は
66
名
（
男
子
44
名
、

女
子
22
名
）
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当

日
は
気
温
5
度
の
中
、
雨
が
降
っ
た
り
、
晴
れ
た
り

と
目
ま
ぐ
る
し
い
天
候
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
和
気
あ
い
あ
い
と
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を

楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

上
位
結
果
は
、
次
の
通
り
で
す
。

第
23
回
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
カ
ッ
プ
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
大
会
開
催

今大会の優勝者

男子の部　加藤　勇さん（写真左）

女子の部　水野恵子さん（写真右）

順　位 男 スコア 女 スコア

優　勝 加藤　　勇 91（グロス91、ＨＤ０） 水野　恵子 96（グロス 95、ＨＤ１）

準優勝 佐々木　勉 97（グロス95、ＨＤ２） 佐々木照子 99（グロス 99、ＨＤ０）

３　位 渡辺　正美 99（グロス99、ＨＤ０） 加藤　幸子 103（グロス103、ＨＤ０）

[４コース　パー132]

家畜車になかなか乗らない牛もいました

八重牧場

旭牧場

遠軽

生田原

上湧別
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10
月
中
旬
頃
か
ら
各
地
区
で
甜
菜
の
収

穫
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

甜
菜
（
ビ
ー
ト
）
は
、
砂
糖
の
原
料
と

な
り
ま
す
。

　

昨
年
よ
り
、
糖
度
が
高
く
収
量
も
例
年

並
み
の
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

甜
菜
の
収
穫
作
業
は
、
11
月
中
旬
頃
ま

で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

バイオガス合同視察研修を終えて

甜
菜
収
穫
作
業

　

え
ん
ゆ
う
青
年
部
は
、
10
月
17
日
に
湧
別

町
農
協
青
年
部
と
、
バ
イ
オ
ガ
ス
合
同
研
修

を
実
施
し
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
視
察

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

初
め
に
湧
別
町
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構

想
に
つ
い
て
説
明
頂
き
、
規
模
拡
大
に
よ
る

牛
の
家
畜
ふ
ん
尿
処
理
が
町
の
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
課
題
解
決
の
為
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
の
転
換
（
消
化
液
、
再
生
敷
料
、
余
剰

熱
に
よ
る
売
電
）
に
つ
い
て
事
業
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

実
際
の
施
設
等
の
視
察
を
さ
せ
て
頂
き
、

各
青
年
部
員
か
ら
多
く
の
質
問
や
交
流
が
あ

り
ま
し
た
。

　

最
後
に
懇
親
会
が
お
こ
な
わ
れ
、
盛
会
の

う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

白滝地区 大久保賢さん　圃場

　

10
月
中
旬
頃
か
ら
上
湧
別
地
区
に
て
大

豆
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
収
量
が
増
加
し
、
今
年
度
も

去
年
並
み
の
収
量
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
今
年
は
雨
が
少
な
か
っ
た
り
、
気
温

が
例
年
よ
り
高
い
傾
向
が
あ
っ
た
為
、
大

豆
の
水
分
量
が
例
年
よ
り
少
な
い
と
の
こ

と
で
す
。

　

収
穫
作
業
は
、
11
月
中
旬
頃
終
了
の
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

大
豆
の
収
穫
作
業

上湧別地区　加藤聡さん　圃場
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普及センターより

乾
乳
牛
の
乾
物
摂
取
量
確
保
に
つ
い
て

　

昨
年
の
暑
熱
等
の
影
響
で
受
胎
が
偏
り
、

今
年
は
夏
以
降
分
娩
頭
数
が
多
い
状
況
が

み
ら
れ
て
い
ま
す
（
表
１
）。

　

一
時
的
に
で
す
が
乾
乳
牛
の
頭
数
が
増

え
、
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
や
フ
リ
ー
バ
ー
ン

で
の
群
飼
養
で
は
、
飼
養
ス
ペ
ー
ス
が
過

密
に
な
っ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　

乾
乳
牛
は
飼
養
環
境
に
よ
り
乾
物
摂
取

量
（
Ｄ
Ｍ
Ｉ
）
が
低
下
し
や
す
く
（
図
１
）、

周
産
期
疾
病
を
罹
患
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま

り
ま
す
。

　

推
奨
の
飼
養
密
度
（
フ
リ
ー
バ
ー
ン
で

１
頭
当
た
り
面
積
10
㎡ 

以
上
、
フ
リ
ー

ス
ト
ー
ル
で
全
牛
床
の
８
割
以
下
の
頭
数

で
の
管
理
）
を
守
れ
る
よ
う
、
乾
乳
期
間

を
短
く
し
て
乾
乳
牛
の
飼
養
頭
数
を
調
整

し
ま
し
ょ
う
。

乾
乳
期
間
の
短
縮

　

乾
乳
期
間
は
36
～
65
日
と
従
来
よ
り
短

縮
が
可
能
で
す
。

　

乾
乳
中
は
乳
房
内
の
機
能
回
復
を
お
こ

な
う
時
期
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
は
乾
乳
期

間
の
短
縮
に
よ
り
次
の
産
次
の
泌
乳
量
低

下
の
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

試
験
研
究
で
は
次
産
次
の
低
下
乳
量
分
を

泌
乳
延
長
分
の
乳
量
で
補
填
す
る
こ
と
が

可
能
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
（
表
２
）。

逆
に
長
く
し
た
場
合
、
乾
乳
牛
の
栄
養
要

求
量
が
低
い
た
め
に
過
肥
に
な
り
や
す
く
、

分
娩
後
に
低
カ
ル
、
ケ
ト
ー
シ
ス
な
ど
に

か
か
っ
て
し
ま
う
例
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
乾
乳
期
間
40
日
を
基
本
と
す
る

場
合
、
乾
乳
牛
は
前
期
・
後
期
の
区
分
を

無
く
し
て
１
群
で
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

群
移
動
を
し
た
場
合
、
飼
養
環
境
に
慣
れ

る
前
の
移
動
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
Ｄ

Ｍ
Ｉ
を
落
と
す
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

つ
な
ぎ
飼
養
で
の
乾
乳
牛
管
理

　

つ
な
ぎ
飼
養
の
場
合
、
乾
乳
牛
の
頭
数

が
過
剰
に
増
え
る
こ
と
で
飼
料
採
食
量
の

把
握
が
十
分
に
さ
れ
ず
、
Ｄ
Ｍ
Ｉ
の
低
下

を
招
い
た
例
が
あ
り
ま
し
た
。
飼
料
は
ケ

チ
ら
ず
、
い
つ
で
も
牛
の
目
の
前
に
新
鮮

な
エ
サ
が
あ
た
る
よ
う
飼
養
環
境
づ
く
り

が
望
ま
れ
ま
す
。

飼
料
給
与
と
飼
槽
管
理

　

乾
乳
牛
は
１
日
当
た
り
乾
物
量
12
～
15

㎏
程
度
の
飼
料
が
必
要
で
す
。
牛
の
腹
の

張
り
具
合
で
採
食
量
を
確
か
め
つ
つ
十
分

量
給
与
し
ま
し
ょ
う
。

　

エ
サ
押
し
は
１
～
２
時
間
毎
を
目
安
に

お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
群
管
理
の
場
合
、

頭
数
が
多
い
と
１
頭
当
た
り
の
飼
槽
幅
が

狭
ま
り
ま
す
。
十
分
な
飼
料
採
食
の
た
め

に
は
頻
回
の
エ
サ
押
し
が
よ
り
重
要
で
す
。

ま
た
、
エ
サ
が
飼
槽
に
山
に
な
っ
て
置
か

れ
て
い
る
と
乾
乳
牛
は
よ
り
自
由
な
姿
勢

で
飼
料
採
食
で
き
ま
す
。

飲
水
量
の
確
保

　

水
は
飼
料
の
摂
取
量
に
大
き
く
関
連
し

ま
す
。
き
れ
い
な
水
を
い
つ
で
も
飲
め
る

よ
う
に
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ッ
プ
や
水
槽
を

掃
除
し
清
潔
な
状
態
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

10
頭
以
上
の
群
管
理
と
な
る
場
合
、
水
槽

１
基
で
は
飲
水
量
が
不
足
し
ま
す
。
簡
易

な
水
槽
の
増
設
を
検
討
し
て
下
さ
い
。

ひざし　2024. 11 8

乾
乳
牛
の
乾
物
摂
取
量
確
保
に
つ
い
て 

 

昨
年
の
暑
熱
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娩
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０
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表２ 乳量および周産期疾病等のリスクを考慮した乾乳期間の設定基準 
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で塗りつぶされた範囲内で乾乳期間を設定可能。 
※初産牛で分娩前 60 日直前の検定乳量が 18kg 以上、2 産以上の牛で 20kg 以上の場合 
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36～45日 変化なし リスク低下
46～55日 リスク低下 変化なし
56～65日
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現在推奨されている乾乳期間

乳房炎乳熱ケトーシス第四胃変位305日乳量

次産次乳量は大きく
低下し、泌乳延長分の
乳量で補填できない

乳量は低下するが泌乳延
長分乳量で補填可能※

変化無し
リスク低下

変化なし
リスク増加

乾乳期間
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リスク低下 リスク低下
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リスク低下

図１ 乾乳前期牛の乾物摂取量と飼養密度 
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２群 乾乳前期 乾乳牛の体重＊0.2％程度

管理 (～分娩３週前) （体重700kgで14kg）

乾乳後期 乾乳牛の体重＊0.16％程度

(分娩３週前～分娩) （体重720kgなら12kg）

乾乳牛の体重＊0.17％程度

（体重720kgなら12.5kg）

飼養区分

１群管理

47～50

40～44

現物量
（水分70％）

kg/日

kg/日

kg/日44

乾物量

13 kg/日

kg/日14～15

12～13 kg/日

表３ 乾乳期の必要採食量 
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図１ 乾乳前期牛の乾物摂取量と飼養密度 
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管
理
の
場
合
、

頭
数
が
多
い
と
１
頭
当
た
り
の
飼
槽
幅
が

狭
ま
り
ま
す
。十
分
な
飼
料
採
食
の
た
め
に

は
頻
回
の
エ
サ
押
し
が
よ
り
重
要
で
す
。ま

た
、エ
サ
が
飼
槽
に
山
に
な
っ
て
置
か
れ
て

い
る
と
乾
乳
牛
は
よ
り
自
由
な
姿
勢
で
飼

料
採
食
で
き
ま
す
。 

        

飲
水
量
の
確
保 

水
は
飼
料
の
摂
取
量
に
大
き
く
関
連
し

ま
す
。き
れ
い
な
水
を
い
つ
で
も
飲
め
る
よ

う
に
、ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ッ
プ
や
水
槽
を
掃
除

し
清
潔
な
状
態
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。１
０
頭

以
上
の
群
管
理
と
な
る
場
合
、水
槽
１
基
で

は
飲
水
量
が
不
足
し
ま
す
。簡
易
な
水
槽
の

分娩月 3~4月 5~6月 7~8月 9~10月11~12月 1~2月
分娩頭数割合

(月頭数/期間内頭数)
16.3% 13.8% 19.2% 18.0% 17.2% 15.5%

分娩頭数 分娩予定頭数

表１ 分娩頭数および分娩予定頭数 
(Ａ農協牛群検定 令和６年３月～令和７年２月) 

表２ 乳量および周産期疾病等のリスクを考慮した乾乳期間の設定基準 

（道総研酪農試験場 2019） 

で塗りつぶされた範囲内で乾乳期間を設定可能。 
※初産牛で分娩前 60 日直前の検定乳量が 18kg 以上、2 産以上の牛で 20kg 以上の場合 

2～３産 2～３産 2～３産 2～３産 2～３産
以上間 以上間 以上間 以上間 以上間

15日以下 変化なし
16～25日 リスク増加
26～35日 リスク低下 変化なし 変化なし
36～45日 変化なし リスク低下
46～55日 リスク低下 変化なし
56～65日

変化なし

現在推奨されている乾乳期間

乳房炎乳熱ケトーシス第四胃変位305日乳量

次産次乳量は大きく
低下し、泌乳延長分の
乳量で補填できない

乳量は低下するが泌乳延
長分乳量で補填可能※

変化無し
リスク低下

変化なし
リスク増加

乾乳期間
初産～2産 初産～2産 初産～2産

変化なし

初産～2産 初産～2産

リスク低下 リスク低下

変化なし

リスク低下

図１ 乾乳前期牛の乾物摂取量と飼養密度 

備考

２群 乾乳前期 乾乳牛の体重＊0.2％程度

管理 (～分娩３週前) （体重700kgで14kg）

乾乳後期 乾乳牛の体重＊0.16％程度

(分娩３週前～分娩) （体重720kgなら12kg）

乾乳牛の体重＊0.17％程度

（体重720kgなら12.5kg）

飼養区分

１群管理

47～50

40～44

現物量
（水分70％）

kg/日

kg/日

kg/日44

乾物量

13 kg/日

kg/日14～15

12～13 kg/日

表３ 乾乳期の必要採食量 
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熱
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れ
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落
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Ｍ
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、
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２
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５
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ｇ
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狭
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よ
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に
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て
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と
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は
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で
飼
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き
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の
摂
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に
大
き
く
関
連
し

ま
す
。き
れ
い
な
水
を
い
つ
で
も
飲
め
る
よ

う
に
、ウ
ォ
ー
タ
ー
カ
ッ
プ
や
水
槽
を
掃
除

し
清
潔
な
状
態
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。１
０
頭

以
上
の
群
管
理
と
な
る
場
合
、水
槽
１
基
で

は
飲
水
量
が
不
足
し
ま
す
。簡
易
な
水
槽
の

分娩月 3~4月 5~6月 7~8月 9~10月11~12月 1~2月
分娩頭数割合

(月頭数/期間内頭数)
16.3% 13.8% 19.2% 18.0% 17.2% 15.5%

分娩頭数 分娩予定頭数

表１ 分娩頭数および分娩予定頭数 
(Ａ農協牛群検定 令和６年３月～令和７年２月) 

表２ 乳量および周産期疾病等のリスクを考慮した乾乳期間の設定基準 

（道総研酪農試験場 2019） 

で塗りつぶされた範囲内で乾乳期間を設定可能。 
※初産牛で分娩前 60 日直前の検定乳量が 18kg 以上、2 産以上の牛で 20kg 以上の場合 

2～３産 2～３産 2～３産 2～３産 2～３産
以上間 以上間 以上間 以上間 以上間

15日以下 変化なし
16～25日 リスク増加
26～35日 リスク低下 変化なし 変化なし
36～45日 変化なし リスク低下
46～55日 リスク低下 変化なし
56～65日

変化なし

現在推奨されている乾乳期間

乳房炎乳熱ケトーシス第四胃変位305日乳量

次産次乳量は大きく
低下し、泌乳延長分の
乳量で補填できない

乳量は低下するが泌乳延
長分乳量で補填可能※

変化無し
リスク低下

変化なし
リスク増加

乾乳期間
初産～2産 初産～2産 初産～2産

変化なし

初産～2産 初産～2産

リスク低下 リスク低下

変化なし

リスク低下

図１ 乾乳前期牛の乾物摂取量と飼養密度 

備考

２群 乾乳前期 乾乳牛の体重＊0.2％程度

管理 (～分娩３週前) （体重700kgで14kg）

乾乳後期 乾乳牛の体重＊0.16％程度

(分娩３週前～分娩) （体重720kgなら12kg）

乾乳牛の体重＊0.17％程度

（体重720kgなら12.5kg）

飼養区分

１群管理

47～50

40～44

現物量
（水分70％）

kg/日

kg/日

kg/日44

乾物量

13 kg/日

kg/日14～15

12～13 kg/日

表３ 乾乳期の必要採食量 

エサがもりもりある方が 
食べやすいワヨね 
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ＪＡグループ北海道の農政活動強化に向けて

第４回 ｢農政活動の仕組み｣について

　コロナ禍による農畜産物の需給緩和、肥料・飼料をはじめとする生産諸資材の価格高騰、気候変
動の抑止に向けた環境負荷軽減の取組み、年々甚大化する自然災害による農地･施設等の損壊、深
刻な労働力不足など、我々JAグループの努力だけでは解決できない課題が山積しております。
　食料安全保障の強化、持続可能な北海道農業の
確立のためには、我々の努力だけではなく、国の支
援が不可欠であります。そのカギとなるのが農政活
動であります。
　農政活動とは、組合員一人ひとりの声をJＡ・地区
で集約し、みんなの声として、農業・農村・ＪＡに理解
のある国会議員に対し、現場の実態を届け、その課
題の解決につながる政策を実現してもらう一連の活
動・運動であります。
　令和５年度は、食料・農業・農村基本法の改正や、作目別の経営安定対策をはじめとする農林水産
予算の確保に向け、ＪＡグループ北海道では農政活動を展開しました。その結果、予算の確保をはじ
め、さまざまな政策支援が実現しました。しかし、これですべての課題が解決する訳ではなく、生産現
場には、まだまだ課題が山積しております。
　生産現場の実態を届け、我々の求める政策を実現させるためには、国会議員による国や行政への
積極的な働きかけが重要です。そして、そのような議員を支えていくことも農政活動の柱の一つであり
ます。
　国会(政治)は数が力です。国を動かすには、国会に一人でも多くの農業やＪＡの理解者を増やすこ

とが重要であります。そのために、我々
ＪＡグループの代弁者として、先頭に
立って多くの国会議員に働きかけ、農
業やＪＡの理解者を増やし、まとめてい
くことができる議員、つまり、ＪＡグルー
プの代表議員が必要なのです。

【ＪＡグループ北海道の農政活動強化に向けて】と題し､農政活動や
参議院選挙の仕組みなどを､来年夏頃まで連載いたします。
次回(第５回)は､参議院選挙の仕組みについて紹介します。

東野ひでき公式
LINEアカウントへの
登録はこちらから

東野ひでき北海道後援会
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解答欄

い さ
が し

右のイラストには左のイラストと違う部分が
５カ所あります。間違っている部分を左下の枠
内の数字で探しましょう。

出題・イラスト：酒井栄子

ま
ち が

毎月1,000円分のクオカードを
当選者５名の方に送ります。
たくさんのご応募、お待ちしております！！

　

読
者
の
声

　

天
気
予
報
で
雪
マ
ー
ク
や
（
－
）

マ
イ
ナ
ス
の
表
示
を
見
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

畑
作
業
も
も
う
少
し
で
す
ね
。
体

調
に
は
気
を
付
け
て
！　

（
匿
名
）

　

め
っ
き
り
秋
に
な
り
ま
し
た
ね
。

体
調
に
気
を
付
け
て
生
活
し
て
く
だ

さ
い
。

（
匿
名
）

　

最
近
朝
も
寒
く
な
り
、
冬
が
近
づ

い
て
き
た
感
じ
が
し
ま
す
ね
。
体
調

に
は
お
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

久
々
に
実
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に
帰
っ
て
き
た
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猫
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っ
て
ま
し
た
。
可
愛
す
ぎ
て
札

幌
に
つ
れ
て
帰
り
た
い
で
す
。

（
じ
ゅ
っ
た
ん
）

　

動
物
は
と
て
も
可
愛
い
く
、
癒
し

で
す
よ
ね☺

叶
う
こ
と
な
ら
共
に
行

動
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
（
笑
）

10月号の抽選者は

菅井美徳理事でした

プレゼント付まちがい探し当選者発表
１０月号の答えは「①④⑧⑩⑪」でした。

冬が近づいてきました⛄体調にお気をつけて

ください。当選者は以下の方々です。

　湧別町上湧別　　石田　京子さん

　湧別町上湧別　　高橋　行奈さん

　遠軽町白滝　　　斉藤　範幸さん

　遠軽町　　　　　桜井　梨可さん

　遠軽町　　　　　田澤　杏梧さん

次号の応募も
お待ちしております♪
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ＪＡへの就職希望者１００%就職 
（令和5年度実績）

令和７年度　第２回学生募集
●定員４０名　　　●男女共学　   ●１カ年
●寮完備（個室）　●通学制開始
●受験資格：満２７歳未満（令和６年４月１日現在）/
　　　　　　　　大学卒及び見込、短大・専門学校卒及び見込、高校卒及び見込
●試 験 日：12月７日（土）
●願書受付：10月１日（火）～11月22日（金）消印有効
●オープンキャンパス随時開催中

ＪＡグループ職員養成校

一般財団法人
北海道農業協同組合学校

〒069-0834  江別市文京台東町43-1
☎0120-918-417 【JAカレッジ】で 検索 ➡

令和7年度より
通学制開始

例年実施しております秋季農事部懇談会を下記の日程により開催いたします。

日程上、都合の悪い場合は、本所営農課若しくは各支所までご連絡お願いいたします。

秋の農事部懇談会開催について秋の農事部懇談会開催について

【秋季農事部懇談会日程】

※丸瀬布・白滝地区の懇談会につきましては、１３：４５～となります。

午　　　前

１０：００～１２：００

午　　　後

１３：３０～１５：３０

１１月２６日（火）
開盛・札富美・旭

ＪＡ本所会議室

富美・上富美

ＪＡ本所会議室

１１月２７日（水）
４の３・５の１

ＪＡ本所会議室

屯市・５の３

ＪＡ本所会議室

１１月２８日（木）
４の１・４の２

ＪＡ本所会議室

遠軽

ＪＡ遠軽支所会議室

１１月２９日（金）
生田原

ＪＡ生田原支所会議室

丸瀬布・白滝

遠軽町白滝総合支所


